
情
報
届
か
ぬ
要
盆
署

W
月
の
台
風
扮
号
で
大
規
模
断
水
し
た
熱
海
市
で
、
介
護
が
必
要
盆
局
齢
者
だ
け
の
褒
の
堪
市
が
菓
な
ど
の
支
援

情
報
を
導
で
き
ず
、
「
生
命
の
危
険
を
招
き
か
ね
な
い
事
態
」
(
裸
き
に
な
っ
て
ぃ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
市
の
広

報
手
段
と
当
鷺
市
の
情
報
収
乏
に
ず
れ
が
あ
っ
た
の
が
原
因
介
護
従
事
者
か
飼
支
援
し
て
混
乱
は
回
避
さ
れ

た
が
、
県
は
災
害
の
た
ぴ
に
同
様
の
事
象
が
起
き
る
り
ス
ク
が
あ
る
と
み
て
、
E
'
関
の
情
報
共
禄
制
を
強
化
す
る
。
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1
、

運亀

、

熱
海
市
に
ょ
る
と
、
市

内
は
W
月
松
日
か
含
癸

で
8
重
市
が
栗
。
被

生
墨
区
や
架
車
の
配
置

場
所
巡
回
日
程
な
ど
を

同
報
無
線
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
広
報
し
た
。

と
こ
ろ
が
H
日
に
な
っ

て
一
部
の
介
護
支
援
専
門

員
(
ケ
ア
マ
、
丕
ソ
ヤ
ー
)

か
ら
璽
介
護
の
独
居
や

夫
婦
の
み
の
{
永
庭
が
集

を
全
く
需
し
て
い
な

い
」
と
の
連
絡
が
入
り
、

事
繋
発
覚
。
「
音
声
が

よ
く
聞
こ
え
な
い
」
「
ネ

ツ
ト
を
見
る
習
慣
が
な

い
」
な
ど
の
事
情
で
「
情

報
難
尽
に
な
り
、
轟

網
か
ら
漏
れ
て
い
た
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
へ

ル
パ
ー
ら
と
と
も
に
高
齢

者
宅
に
語
す
る
な
ど
し

て
支
稽
報
を
伝
達
。
自

宅
と
給
水
車
の
往
復
が

が
轟
し
た
高
齢
者
は
少

な
く
と
も
弱
人
に
上
る
と

い
う
。
担
当
者
は
「
市
民

の
ど
こ
ま
で
情
報
が
浸

透
し
た
か
把
握
す
る
に

は
限
界
が
あ
り
、
介
護
従

事
者
の
的
確
で
迅
速
な

対
応
に
籍
し
た
い
」
と

す
る
。県

は
台
風
の
塗
盆

発
す
る
近
年
の
傾
向
を
踏

ま
え
、
今
回
の
事
態
を
重

く
見
て
い
る
。
A
後
は
関

係
機
関
の
連
携
強
化
に

県
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

情
報
シ
ス
テ
ム
「
シ
ズ
ケ

ア
・
か
け
は
し
」
を
活
用

す
る
弭
。
県
地
域
医
療

課
は
戻
療
・
介
護
の
会

議
や
研
修
会
で
登
録
を

呼
び
掛
け
た
い
」
と
し
て

＼
る
0

し
る(

社
会
部
・
裂
央
之
)

ニ
グ

瀞

【
戸
弗

、

V
多
運

f
 
、

ψ

体
力
的
に
難
し
い
人
に

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
手
配

し
、
飲
料
水
は
鉦
羊
に
順

次
、
長
市
に
行
き
届
い

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
の
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た
。
栗
は
9
日
間
続
い

ナ
市
長
寿
介
堆
謬
よ
る

と
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ら

医
療
・
介
護
連
稽
報
シ
ス
テ
ム
「
シ

ズ
ケ
ア
・
か
け
は
し
」
は
、
医
療
や
介

護
の
専
門
職
が
在
{
素
養
患
者
の
情
報

を
り
ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有
で
き
る
ツ
ー

ル
。
県
医
師
会
が
運
用
し
て
い
る
。
同

シ
ス
テ
ム
は
登
録
者
に
集
き
哀

信
す
る
掲
示
綴
能
が
あ
り
、
今
回
の

断
水
で
は
熱
海
市
の
行
吹
医
療
・
介

講
卜
課
者
間
で
活
用
し
た
。

介
護
従
事
者
の
迅
速
対
応
に
ょ
り
飲
料
水
は
要
介
護
者
に

行
き
届
い
た
N
伯
月
中
旬
熱
海
市
内
の
給
水
現
場

入

撫

L
忌
"
、

県
に
ょ
る
と
、
栗
時
に
要
介
護
者

に
ど
つ
対
応
す
る
か
ま
で
を
想
定
し
た

指
針
や
マ
一
エ
ア
ル
は
現
時
点
で
な

一
方
で
穎
に
は
男
戸
超
の
大

＼
0

し停
電
が
起
き
る
な
ど
、
覆
も
晶
で

ラ
イ
Z
フ
ィ
ン
が
寸
断
さ
れ
る
被
害
は

武

に
、
同
様
の
事
象
に
は
E
'
関
の
密
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